
た。また、伏見稲荷大社北側にあ

たる本町二十丁目での発掘調査で

は、伏見人形の製作に使用された

多量の土型が出土しました。

今回の特別展示では、京都市内

の遺跡から出土した伏見人形や製

作に使用された原型・土型ととも

に、寛延年間（1748 ～ 1751 年）

創業の窯元である有限会社丹
たん

嘉
か

の

ご協力を得て、出土した土型から

製作した復元品や、伏見人形に関

わる江戸時代の絵画資料などを陳

列することで、京都の伝統産業の

一つである伏見人形の生産・普及

のようすを紹介します。

て成形し、焼成後に着色して仕上

げられます。天神・七福神などの

神、力士・役者などの人物、狐・牛・

馬などの動物、蔵・舟などの器物、

その他さまざまな種類が作られま

した。京都市内の旧家には、布
ほ て い

袋

や寝
ね

牛
うし

などが伝世されており、伏

見人形に関わる習俗が広く普及し

ていたことがうかがえます。

伏見人形は、京都市内の江戸時

代の遺跡からは、必ずといってよ

いほど出土する遺物です。なかで

も、京都迎賓館・御所南小学校・

伏見区総合庁舎の発掘調査では、

多種多様な伏見人形が出土しまし

京都市考古資料館では、平成 24

年度後期特別展示として「伏見人

形」を開催します。

伏見人形は、伏見稲荷大社門前

の深草周辺で生産された土人形で

す。その起源については明らかに

なっていませんが、江戸時代前期

には生産が開始され、江戸時代後

期に最盛期を迎えて土産物・縁起

物としての需要を高めました。ま

た、伏見港から水運により大坂（大

阪）、さらには日本各地へ伝えられ、

全国の土人形・郷土玩具の源流と

なったことが知られています。

伏見人形は、合わせ型を使用し

考古アラカルト56
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本町二十丁目から出土した土型を使用した復元品（焼成後のものと彩色した完成品。製作：丹嘉）



伏見人形の製作工程

土づくり　採取した陶土を水に

浸してから、足で踏んだり臼
うす

で搗
つ

いたりして練り上げます。かつて

は東山山麓から良質の陶土が産出

していました。

原型の作成　人形の原型は、き

めの細かい陶土を用いて細部まで

丁寧に造形します。また、型合わ

せができるように工夫され、土型

の合わせ目の線が刻まれています。

土型の作成　原型に陶土を押し

当てて土型を作成し、焼成します。

土型は合わせ目の線にそって前後

や左右で一組になるように分割さ

れた形になります。土型は一つの

原型から複数組が作られます。

成形　土型に陶土を押し当て、

しばらく乾燥させてから、弾みを

つけて軽く叩いて土型から取り外

します。一組になる片方ずつの型

から、それぞれ取り外したものを

合わせて継ぎ目を調整します。最

後に空気抜きの孔をあけます。

乾燥・焼成　十分に乾燥させた

のち、窯で焼成します。薪
まき

を用い

て均質に焼成するには、技術と経

験が必要でした。

地塗り　焼き上がった人形の表

面に膠
にかわ

で溶いた胡
ご

粉
ふん

（貝殻をすり

つぶした白い粉）を塗りつけます。

彩色　膠で溶いた顔料で着色し、

表情や柄
がら

を描いて絵付けすると完

成です。 （山本雅和）

伏見人形の製作工程（『広益国産考』）

１：材料となる陶土を搗く

２：原型から土型を作る

３：土型に陶土を入れ成形する

４：窯で焼成する

５：地塗りののち彩色する

本町二十丁目の調査（上：人形の土型　下：人形を焼成した窯）


